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自
由
通
路
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
12
議
案
を
可
決

　
平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
は
５
月
31
日
か
ら
６
月
15
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。
初
日
の
本
会
議
で
は
、
海
老
名
駅
自
由
通

路
と
海
老
名
駅
西
口
特
定
公
共
施
設
の
利
用
手
続
き
な
ど
を
明
確
に
す
る
た
め
の
条
例
改
正
や
、
現
在
、
地
元
地
域
の
代
表
者
か
ら
な

る
管
理
運
営
委
員
会
に
よ
り
管
理
運
営
さ
れ
て
い
る
門
沢
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例

改
正
な
ど
、
11
議
案
が
提
案
さ
れ
、
最
終
日
に
は
市
長
か
ら
新
た
に
１
件
の
議
案
、
議
員
か
ら
２
件
の
意
見
書
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
主
な
議
案
の
委
員
会
審
査
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
提
案
さ
れ
た
全
て
の
案
件
の
件
名
お
よ
び
審

議
結
果
は
、
最
終
面
「
平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
の
会
議
結
果
」
の
と
お
り
で
す
。

６月定例会
　
海
老
名
駅
自
由
通
路
お
よ
び
海
老
名
駅
西
口
特
定
公
共
施
設
を
よ

り
利
用
し
や
す
い
施
設
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
利
用
手
続
き

な
ど
を
明
確
に
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

　
両
条
例
は
、
平
成
27
年
10
月
に
施
行
し
て
２
年
以
上
が
経
過
し
駅

周
辺
の
状
況
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
今
回
の
条
例
改
正

に
よ
り
、
市
民
お
よ
び
利
用
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
制
度
を
目

指
す
も
の
で
す
。
主
な
改
正
内
容
は
、
利
用
承
認
の
有
無
や
禁
止
行

為
を
明
確
化
す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　

歩
行
者
の
歩
行
空
間
を

３
・
５
㍍
以
上
確
保
し
、
か
つ

利
用
す
る
場
所
の
範
囲
が
10
平

方
㍍
未
満
の
場
合
の
利
用
承
認

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
こ
の
場
合
の
利
用
承
認
は

不
要
で
す
。
た
だ
し
、
営
利
行

為
な
ど
で
あ
れ
ば
利
用
承
認
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問　
利
用
承
認
に
お
け
る
利
用

時
間
と
面
積
の
考
え
方
に
つ
い

数
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問　
門
沢
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
有
馬
図
書
館
を
一
体
的
管

理
と
す
る
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
両
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
門
沢
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
は
管
理
運
営
委
員
会
が
、
有
馬
図
書
館
は
指
定
管
理
者
が
実

施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
館
長
や
ス
タ
ッ
フ
の
な
り
手
不

足
や
苦
情
の
処
理
に
苦
慮
し
て
い
る
と
い
っ
た
理
由
か
ら
、
昨
年
の

８
月
、
地
元
自
治
会
か
ら
両
施
設
の
一
体
的
管
理
に
よ
る
経
費
の
削

減
が
提
案
さ
れ
、
ま
た
、
管
理
運
営
委
員
会
に
よ
る
運
営
を
返
上
し

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
管
理
手
法
の
一

つ
で
あ
る
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
し
ま

し
た
。

問　
一
体
的
管
理
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
る
経
費
や

向
上
す
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
両
施
設
が
一
体
的
管
理
と

な
る
こ
と
に
よ
り
、
人
件
費
や

保
守
料
な
ど
の
経
費
が
一
本
化

さ
れ
る
こ
と
で
の
経
費
の
削
減

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
現
在

は
別
々
に
開
催
し
て
い
る
自
主
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
を
一
体
的
に
行
う

こ
と
が
で
き
、
開
館
時
間
も
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
っ
た
面

で
、
利
便
性
が
よ
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

意
　
見
　
地
元
の
意
見
を
反
映
さ
せ
、
よ
り
よ
い
管
理
運
営
に

努
め
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

住
宅
政
策
審
議
会
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
将
来
の
人
口
減
少
お
よ
び
少
子
高
齢
化
を
見
据
え
、
若
者
定
住
促

進
策
や
住
宅
要
配
慮
者
（
ひ
と
り
親
世
帯
、
高
齢
者
単
身
な
ど
）
へ

の
住
宅
政
策
を
側
面
か
ら
審
議
す
る
組
織
と
し
て
、「
海
老
名
市
住

て
伺
い
ま
す
。

答　
１
時
間
以
内
の
場
合
は
、
利
用
承
認
は
不
要
で
す
。
継
続
し
て

１
時
間
以
上
利
用
す
る
場
合
は
必
要
と
な
り
ま
す
。
基
本
は
個
別
の

面
積
、
時
間
で
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
営
利
目
的
の
活
動
と
市
民
の
自
由
な
活
動
の
双
方
が
う
ま
く
い

く
よ
う
に
す
る
た
め
の
改
正
で
す
か
。

答　
自
由
通
路
や
西
口
特
定
公
共
施
設
を
安
全
、
安
心
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
、
施
設
を
使
っ
て
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出
を
図

る
と
い
う
両
方
を
勘
案
し
た
も
の
で
す
。

意
　
見
　
利
用
手
続
き
を
わ
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い
施

設
に
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
今
後
も
条
例
改
正
を
視
野
に
入
れ

な
が
ら
運
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
条
件
を
つ
け
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
に
と
ら
わ
れ
た
判
断

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
自
由
通
路
な
ど
は
道
路
交
通
法
の
そ
の
他

の
道
路
な
の
で
、
道
路
交
通
法
を
超
え
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
と
い
っ
た
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
門
沢
橋
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
す
る
有
馬
図
書
館
と
の

集
約
化
や
多
機
能
化
を
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

経
費
の
削
減
、
事
務
の
簡
素
化
、
施
設
管
理
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
、
賛
成
多

海
老
名
駅
自
由
通
路
設
置
条
例
及
び
海
老
名
駅
西
口

特
定
公
共
施
設
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

門沢橋コミセンと有馬図書館

海老名駅自由通路


